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the　 course 　 of 　 my 　 study ．　 I　 am 　 most 　 indebted　to　Mr ．　 Kentaro 　NakatQmi，　 who

gave 皿 e　an 　opportunity 　to　study 　his　valuable 　collection 　which 　constituted 　the

base　of　this　study 　with 　a　lot　of 　useful 　data．　Messers ．　K．　Kimura，　S．　Tsuyuki 　
also

gave 　me 　a　 liberty　tD　 study 　their　 col ！ections 　for　 which 　I　 am 　 very 　gratefu1 、　 My

thanks 　 should 　 also 　be　 due　to　Drs ．　K ．　Kurosa 　 and 　 K ．　 Morimoto　 for　 their 　 use 雌

suggestions ．　Besides　the 　friends　 as 塒 entioned 　above ，　 who 　helped　me 　concernlng

directly　the 　present 　 study
，
　 my 　studies 　on 　Carabus　have 　always 　been　support 已d　by

the　friendly　cooperation 　of　Messers ．　Jiro　Ko 皿 iya　and 　Kyoichi　Nishikawa 　to　whom

Iexpress 　my 　cordial 　gratitude ．　 Fina1】y，王wou ！d　like　to　dedicate　this　series 　of

studies 　to　my 　friend，　the　late　Mr ，　Yukiaki 　Kumagai ，　who 　was 　an　enthusiastic

student 　of 　Carabus　and 　would 　have 　been　a　co −worker 　 of 面 ne 　 with 　this　problem ．

新 　　著　　紹 　　介

　S．F，　 Sakagami 　and 　C ．　D ，　Michener ，　The　Nest　Architecture　of　the　Sweet　Bees

（Halictinae）： AComparative　Stuay　of　Behavior．　ii十ii一ト135pp ．　University 　of 　Kansas

Press ，　Lawrence ，　March 　23，1962．＄5．ee ．

　本書は，花蜂群 の 研究で 令名ある 日本昆 虫学会会員坂上 貂一1専士 と C ・D ・Michener 教

授の 共著 に な る もの で，従来散在 して い た コ ハ ナバ チ 類 に つ い て の 知見 と，著者等 に よ つ

て な され た多くの 観察 とを綜合考察 しtc好 著で あ る．そ の 述 べ る とこ ろ は極 め て 広範囲に

頁 り，営巣場所，群集性，巣の 坑道，育房の 排列 ， 育房 の 形態，冬季 の 被覆 古巣の 利 用・

巣の 分類，巣の構造と分類との 関係，巣の 構造と社会組織 と の 関係，巣の 記載方法，巣の

構造 の 進化な ど多くの 項目が と りあ げ られ，単 に ハ ナ バ チ類 の 研究者の みな らず， 蜂類学

者，生物社会研究学者 ，

一
般 昆 虫学者お よ び 同好者 に も興味深 く読む こ とが で き， また 将

来の研究分野 に対 して も多 くの 示唆を 与え た もの で ， 昆 虫 学 上 の 大 きな 貢献 で ある． こ こ

に氏等の 労作に 深い 敬意を捧 げ，そ の 出版を 祝 う と共 に 内容の
一

端を紹介 し， 広 く会員に

愛読 を 奨め る次第で ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （安松京三）

キ イ ロ カ ミ キ リ モ ドキ の 食 樹

中　 村　　慎 　　吾

　キ イ ロ カ ミキ リモ ドキ ーanthochroa 　hilleri　Haro ！d の 食樹と して は確実な 記録 が な く，

藤村 （1956）が ツ ガ と推定さ れ る針葉樹 の 倒木を 記録 した だ けで ある．

　私は 本種の 幼虫を ア カ マ ツ （Pinus　denSiveora　 Sieb．　 et 　ZuccD の 腐朽 木 よ り採 集 した ．

棲息 して い た ア カ マ ツ は か な り腐 朽 して お り，非常 に 多湿 な材部 で あ つ たa 孔 道 は藤村

（1956） の 記 録に
一

致す る．

　老熟幼虫 は 5 月末より踊化 し，
6 月 10 日前 ご ろ羽化 した・さな ぎ の 期間は 12〜14 日 間で

あつ t ． 5 月末，老熟 した大型 の 幼虫 と， そ れ よ りい ち じる しく小さい 若令の幼虫 の 2 型

が 認 め られ た ，小型 の 幼虫は明春，老熟す る と考え られ，成虫 の 活勁期 よ り推定 して，昨

夏産卵 さ れ た もの と言え る の で ， キ イ ロ カ ミキ リモ ドキ は 1 世代を経過 す る の に 2年 を必

要 とす るの で はな か ろ うか．

　本地 方で キ イ ロ カ ミキ リモ ドキ は 6 月中旬 よ り 8月末 ご ろまで 成虫が出現 し，誘蛾灯へ

よ く飛来す る，
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